
                                                                           

 
 

 
 
 

 
 

新たな思い ～作文「２年生になって」より～  

４月の国語の最初の授業で海学年の生徒たちに、新しい年度の新しいクラスで新しい１年間に

ついて思うことを、作文「２年生になって」を通して言葉にしてもらいました。今回はその中か

らいくつかをご紹介させていただきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（裏面に記載あり） 
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～成長の記録・第２章～ 
発足 405日目（卒業まで、あと 665日） 

２学年 学年だより 
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学年目標 

調子に乗るな、波に乗れ！ 

（ウェイヴィ、座右の銘） 
Saz 

どきどき、どきどき、ずっと心臓がなっている。２年生になってクラス替えをしてから、ずっと緊張している。楽

しかった１年生も、もう終わってしまった。クラスには、話したことのない人がたくさんいて、まだ慣れない。でも、

逆にチャンスだと思う。１年もそうだったけど、自分のことを知らない人がたくさんいることは、小学校のときの自

分を気にせずに自由にいられるから。だから、みんなと仲良くなって、１年をこえる、もっともっとたくさんの人と

楽しく話して、ちょっと勉強もがんばって、楽しく前向きにがんばっていきたい。 

私は２年生になって、学年も上がり、クラスも変わったので、新しいクラスメイトと仲良くなれるように自分か

ら積極的に声をかけるのを、頑張りたいです。あと、部活では新しく入ってくる１年生に憧れを持たれるような先

輩になりたいです。なので、２つとも、自分から積極的に話しかけにいったり、困っている事があったら優しく手

を差し伸べられたらいいなと思います。他には、話しかけやすいような、優しい雰囲気のある人になるために、

日頃、誰かに声をかけられたら優しく明るく返せるようにしたいです。これから、クラスだけではなく、学年でも、

たくさんの子と仲良くなれるように、自分から積極的に行動するのを頑張っていきたいです。 

私は、２年生という学年に少し憧れを抱いていました。初めて中学校に来た１年生の時、委員会の先輩に、

「緊張するよねー。これからよろしくね！」と言われた時、とても不安だった気持ちがだんだん「少し楽しいかも」

という期待へと変わっていきました。それから１年が経ち、委員会には入れなかったけど、不安な表情をしている

１年生に声をかけて、中学校は楽しいところ、と少しでも思ってもらいたいです。２年生は、後輩も先輩もいて大

変な時期だとよく言われます。でも、３年生も１年生も支えていく、後方の仕事をするのは、きっと２年生です。２

年生は目立つ学年ではないけど、きっといい雰囲気でいれば、きょうだい学級などで団結でき、体育祭が絶対

楽しくなると思います。私自身、友達ができるかな～？仲良くなるかな～？という気持ちで不安ですが、前を向

いてポジティブにがんばろうと思います。 

私は、これからの１年間で、色々なことに挑戦したいです。私はもともと現状維持が多いです。ちょっとこれ挑

戦してみたいな、と思っても、すぐあきらめることができます。それでいつも後悔します。なので、これからは自

分が後悔しないために、少しでも、「これ、やってみたい」と思ったら、すぐにあきらめないで、思いきって挑戦し

たいと思っています。１年後の自分が、色々な経験をしている人であってほしいです。 

ぼくはクラス替えのとき、どんなクラスになるのか、ドキドキしていました。ぼくと仲の良い友だちがほとんど他

のクラスになってしまい、これからどうしようと思っていると、そんなぼくに話しかけてくれた人がいました。その

とき、ぼくはすごく嬉しかったです。ぼくは「この人をもっと知りたい！」と思いました。今ではその子とよく話をし

ていて、あのとき話しかけてくれてよかったなと思いました。ぼくはこれからもっともっと仲良くなりたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の予定 

（今 週）  （来 週） 

日 曜 行事等  日 曜 行事等 

15 月 
             テスト期間諸活動停止 

４０分授業 市内一斉引渡訓練 
  22 月 

３学年朝会 諸活動停止 

16 火 
  

  23 火 
４５分授業 教育相談Ⅴ 

６月授業参観参加確認〆切 

17 水 
眼科検診（対象者） 

  24 水 
４５分授業 教育相談Ⅵ 

18 木 
中間テスト（英・国・数・理・社） 

  25 木 
４５分授業 教育相談Ⅶ 

３学年休業日（修学旅行振替） 

19 金 
評議会・常任委員会 

  26 金 
ＱＵ検査 前期教育実習終了 

※「諸活動停止」は放課後の活動がすべて無しで帰り学活後に全員下校することを示します。 

   ※月間を通しての行事予定は、毎月学年で発行している「行事予定」にてご確認いただけます。 

私は、もっと人の役に立つことができるようになりたいです。１年生の時は、自分の勉強だったり、初めての中

学校生活でわからないことがたくさんあったりして、周りの人のことを見れていませんでした。でも今は学年も

上がって、１年生の後輩もできました。先輩達はあんなに頑張れる、自分たちもああいう人になりたい、そう思っ

てほしいです。なので、そのために、周りで困っている人に声をかけたり、クラスや学年のために、何かに挑戦し

てみたり、新しく始めることがたくさんある年にしたいなと思っています。小さいことから始めて、すごい、あこが

れる、などと思ってもらえるような２年生になるために、たくさん頑張っていきたいなと思います。 

めちゃめちゃ緊張して始まった１年生の最初から一年が経って２年生になりました。クラス替えで、１年生の時

に仲良くなった人たちとも離れてしまいました。今のクラスは仲のいい人も少なくて、だいたいいつも同じ人と

いたり、廊下で前のクラスの友達と話していたりするようになりました。だけど、今のままではつまらない一年間

で終わってしまうから、これからはどんどん自分で話しかけていきたいです。そして、２年生の最後に「すごい楽

しかった」や「離れたくない」という気持ちで終われるようにしたいです。他には、先生の話をしっかり聞いたり、

ノートをしっかり書いたり、復習をしっかりしたりして、１年生の時よりも成績を上げていきたいです。２年生の最

後に、１年生より成長したなと思えたり、最高の一年だったと言えたりするように頑張っていきたいです。 

２年生になって新しく後輩ができた。先輩として自分は信頼され、頼りになる、そんな先輩になりたいとおもっ

ている。また、新しいクラスになって、まだ話したことがない人はたくさんいるけれど、自分から積極的に話しか

けて、友達をつくり、仲をより深めていきたいと思った。だからこの１年間、２年生（先輩）として、たくさんの事に

努力しながら取り組み、また学年では豊かな心を持ち、お互いにサポート（助け合い）し合える学年にしていき

たいと思った。クラスでも、目標に向かって一歩ずつみんなで協力しながら進んでいきたいと思った。個人でも

苦手なこと（挙手・発言など）を日々克服して、良い所はのばし、悪い所は改善できるように物事一つ一つに取

り組んで、この１年間を過ごしていきたいなと思った。 

私は、これからの１年、知識を増やすことを目標にしたいです。そのために、授業で教わったことを改めて考

え、意見や疑問を見つけて自分の考えを深めたり、その疑問を解決したりすることで知識を広げていきたいで

す。また、興味をもったものや不思議に思ったことは進んで調べ、たくさんのことを知っていきたいと思います。

そして、そうやって学んでいく中で、物事を色々な視点から見ることができるようになりたいです。自分自身や

クラスの課題を解決し、よりよくしていくために必要だと思うからです。また、同じ事柄でも違う捉え方ができる

と理解することは、人間関係にも役立つと思います。なので、そんな見方ができるようになるために、２年生では

様々なことを学び、考えることを頑張りたいです。 

私は、勉強をがんばりたいです。もちろんテストがあるので勉強するという意味もありますが、来年は３年生

で受験があります。３学期の成績が関わってくるので、さらに勉強に力を入れたいと思います。テストが近づい

たら「勉強をする」というよりも、日頃から取り組んでいきたいです。そのために私は、塾や学校のワークを取り

組み、間違えてしまったらその問題をできるまで解くことを意識したり、分からない問題があったら答えを見て、

解説を読み、その問題を「ちゃんと理解できるまで解く」ということも一つの方法だと思います。また、少し小さ

めのノートを買い、そこにまとめるというのもあります。なので、私はこれから「テストや大切なことが近づいたら

勉強する」のではなく、「勉強することを当たり前」にしていきたいです。 


